
開放的にユニークに、家主の自由な発想で色づけする“0LDK”。
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瞭
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憧
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目
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Ｋ
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０
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リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
手
掛
け
た
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は

〝
一
過
性
の
流
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に
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右
さ
れ
な
い
も
の

創
り
〞
を
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ

る
『
ハ
グ
ホ
ー
ム
』。「
家
族
が
の
び
の
び

と
暮
ら
せ
る
開
放
感
も
、
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供
一
人
ひ
と
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の
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ト
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な
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Ｋ
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３
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造
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「
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来
の
間
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り
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０
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ペ
ー
ス
だ
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ら
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、
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ろ
い
ろ
な
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と

を
し
て
み
た
く
な
る
ん
で
す
」。
ユ
ニ
ー

ク
な
家
の
造
り
に
家
主
自
身
の
発
想
が
プ

ラ
ス
さ
れ
、
小
川
さ
ん
の
住
ま
い
は
よ
り

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
増
し
て
い
く
。
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ロフトの一角は小川さんのプライベートスペース。レコー
ドプレイヤーにターンテーブルも備え、レコードが詰まっ
たラックは板材とコンクリートブロックを用いてD.I.Y.。

リノベーション前からロフトのある構造だった小川邸。以前
のハシゴで登る仕様から階段に改装し、マットブラックの階
段が白壁や植物のナチュラルな印象を引き締めている。

グリーン好きの一面も持つ小川さん。庭の植物用ラックは
コンクリートブロックを脚にする形でD.I.Y.。屋内にあるグ
リーンと合わせると、50株近くの植物を育てているそう。
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LDKの一角はキャンプ好きのニュアンスが色
濃く漂う板壁に。通常は外壁に用いられる板
材を使用し、3種ものステインを塗布。程よ
くエイジングされたイメージに仕上げている。

大ぶりのランタンやストーブを筆頭に、リビ
ングのラックにディスプレイされたギアの大
半がヴィンテージ。「ヴィンテージ特有の佇
まいだけじゃなく、手に入れるまでの過程も
楽しいんです」。目当てのギアを手に入れる
ため、蚤の市を訪れることもしばしばだとか。

066067



小川邸にはテレビがなく、その理由は大迫力
のプロジェクター。こちらのイスに腰掛けて映
画やスポーツ中継を見るのが日課だが、左は
米国の映画館で使用されていたヴィンテージ。

鉄骨造の住まいはハンモックを筆頭に植物
をふんだんに吊しても余裕のタフさ。ダイニン
グにセットされた丸テーブルは、リノベーショ
ンを手掛けた『ハグホーム』のオリジナル。

1.小川さんの住まいは、ガレージの上に三角屋根の平屋をのせたような造り。玄関からLDKに通じる階段の踊り場には〈ステューシー〉のポスターをセット。　2．玄関
にレイアウトされたウッドベンチにも植物がディスプレイされ、その隣はリビングにもセットされている『P.F.S.』別注のローンチェア。1960年代アメリカを象徴するレトロ
なデザインが、ヴィンテージ好きの小川さんらしいセレクトだ。　3．ギアのディスプレイラックは見るからに屈強な〈メタルシステム〉。棚板の高さも自由に調整できる。
4．ウッドやタイルにステンレスといった異素材がバランスよくミックスされたキッチン。壁に設けた小窓が抜け感をプラスし、グリーンのタイルがモダンなアクセントに。
5．こちらがLDKの一角に設けられたキッズルーム。しっかりと仕切りながらも天井にはすき間を残し、プライベート感と家族の一体感を両立。将来的にはキッズルームの
仕切りを取り外すこともできる仕様だ。　6．小川さんがゆったり趣味の時間を過ごすロフトには〈ペレグリンデザインファクトリー〉〈バリスティクス〉〈ネイタルデザイン〉に
よるコラボベンチをセット。　7．天井のダクトレールからメッシュパネルをハンギングし、流木やドライフラワーを大胆にディスプレイ。植物が宙に浮いているように見え、
真似したくなるアイデアだ。　8．キャンプ好きらしく愛車は2014年式のラングラーだが、「ラングラーを買ったのをきっかけにキャンプを始めたようなものです」と笑う。
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